
  プロフィール
1957 年、川崎生まれ、横浜育ち。川崎市立上
丸子小学校、横浜市立上永谷中学校、県立横
浜緑ヶ丘高校、横浜国立大学卒。中学校教諭
を経て、1998 年に神奈川選挙区から参議院
議員に。参院文教委員会、国民生活経済調査
会などに所属。現在、党中央委員、県副委員
長。家族は夫、一男一女。

県内の大企業の違法なリストラ問題で、「働くみなさんの雇
用と権利を守らせなさい」と労働局に是正指導を要求（写
真）。ギリギリの生活で働くみなさんの最低賃金引き上げを
求める裁判、会社の不当解雇・差別撤廃を求めてたたかう原
告のみなさんを励まし共に行動。神奈川で新たに40万人の

雇用創出を提案してい
ます。

県内でも「いじめ」による生徒の自殺が起きている
ことに心を痛め、「子どもたちのかけがえのない命
を守りぬく学校と教育を」と訴え県教育委員会に
対策強化を申し入れ、相模原市などの教育委員会
と懇談。子どもたちが夢と希望をもてる教育改革

を提言していま
す。

●参議院議員のとき、職場の
みなさんの労働基準監督署へ
の告発運動と結んで、国会質
問でただ働きの違法なサービ
ス残業の是正を求め、国に「根
絶通達」を出させました。

●参議院議員のとき、教師経
験を生かし、初質問から「30
人学校を一日も早く」と実現
を迫り、歴代6人の文部科学
大臣と論戦。これが力にな
り、少人数学級は全国の学校
に広がりました。

女性殺人・暴行・窃盗・民家侵入など、相次ぐ米兵犯罪は「絶
対に許すことができない」と横須賀基地司令官にくり返し
抗議。爆音被害と墜落・部品落下事故の危険をまきちらし
ている米軍機訓練中止を要求、米原子力空母母港撤回のた
たかいの先頭に立っ
ています（写真）。

●参議院議員当時、横須賀寄港
の米原子力艦船による放射能
漏れ問題などを追及、国土庁長
官（当時）に「万が一の事故」の
可能性を認めさせ、事故対策を
国の防災計画にはじめて盛り
込ませました。
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　「デフレ不況」打開のためには、消費税増税中止と、国民の
所得をふやすことです。
　日本共産党は、大企業の内部留保（ためこみ利益）の１％
を使うだけで月１万円の賃上げは可能と提案。財務大臣も
「条件がある」と認めました。中小企業への支援を強め、最低
賃金を引き上げます。
　消費税増税の実施をや
めさせ、くらしを支える
社会保障を充実させま
す。中小企業全体の振興・
支援策をすすめ、農業、医
療、雇用を破壊するＴＰＰ
はストップします。

　安倍政権の「アベノミクス」は、消費税増税、社会保障の削減、
大型開発、大企業や金持ち優遇の減税、雇用のルールの弱体化な
ど、国民の所得を増やし、本格的な景気回復に逆行する内容で
す。これでは、国民生活と日本経済をいっそう危険な道に引きず
り込むことになります。

　日本がひきおこした侵略戦争によって、アジアと日本で
多くの尊い命がうばわれました。この痛苦の体験にたって
できたのが「二度と戦争はしない」と約束した憲法です。
　いま、その憲法を変えようという動きがつよまっていま

す。とんでもありませ
ん。日本共産党は、戦
前から命がけで侵略
戦争に反対した政党
として、憲法をまもり
生かす政治を実現する
ため全力をあげます。
９条を生かした外交
で、アジアの友好と平和
に力をつくします。

　自民党の「改憲案」は、憲法９条２項を削除し「国防軍」をつく
り、日本をアメリカとともに「海外で戦争できる国」に変えよう
としています。また、基本的人権を「不可侵の永久の権利」とした
97条を全文削除し、基本的人権を根底から否定するなど、憲法の
平和的民主的条項の全面破壊をもくろむものとなっています。
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「代わりはいくらでもいるんだ！」。

若者をボロボロになるまで食い

つぶし、使い捨てるブラック企業

は許せません。日本共産党は、若

者が安心して働きつづけられる

ルールをつくります。

「慰安婦制度というものが必要なの

は誰だってわかる」（橋下共同代表）

…女性の尊厳、人間の尊厳をふみに

じる「維新の会」トップの暴言に、日

本中が怒りの声につつまれました。

日本共産党は、橋下氏の暴言を厳し

く批判し、撤回と謝罪を強く要求し

ています。
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民主党　自民党・
公明党と、消費税大増
税と社会保障大改悪推進の
「３党合意」をとり結び、いわば「首ねっこ」を完
全に押さえつけられた状態に。野党としての自
らの存在意義を見いだせないでいます。
維新の会　５月８日、石原慎太郎共同代表は
「維新は賞味期限を迎えつつある」と、橋下徹共
同代表（大阪市長）は９日、「『日本維新の会』は、
そうじゃないですか」と人ごとのように認める。
みんなの党　憲法改悪の急先鋒になるととも
に、安倍首相の TPP参加表明、無制限の金融緩
和などを手放しで礼賛。「安倍政権は長期政権
になるかもしれない」などと、媚びを売っている。

比例
代表は




